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国際ロータリー 第２５００地区 第４分区

遠軽ロータリークラブ

◇本日のゲスト 2007-08年度 ロータリー財団
国際親善奨学生 三浦 そのみ 様①
同行のお子様：長女かんな様(9才)、
次女かりん様(7才)、三女まりな様(2才)

会長報告 遠藤 利秀 会長②
本日の例会はゲスト卓話です。卓話をしていた

だく三浦そのみ様は「◇本日のゲスト」の通りで
すが、その際に遠軽ロータリークラブが推薦をさ
せていただいたというご縁で本日お越しいただき
ました。後ほどよろしくお願いいたします。

2週例会をお休みさせていただきブラジルのバ
ストス市に行ってきました。飛行機の中で4泊、
姉妹都市のバストスで2泊、ロンドリーナ、フォ
ス・ド・イグアスでそれぞれ１泊、サンパウロで
2泊してきました。

滞在中は、バストスやサンパウロでの歓迎会や
記念式典の他にブラジルで成功している日系企
業、ブラジル国内シェアナンバーワンのサッシ工
場、一流ブランドのエルメスやシャネルでのシェ
ア90％というブラジル唯一の製糸工場、100万羽
以上の鶏を飼育している養鶏場、従業員5千人の
建設会社などを見学してきました。

26年ぶりに訪れた公式訪問団ということで大
歓迎していただき、平均睡眠時間5時間、自由時
間なしという超過密スケージュールでしたが貴重
な経験をさせていただきました。
いろいろと感じることはありましたが、日本人

以上に日本を愛し日本人スピリッツを持った日系
人の方が多く、逆に今の日本の若い人にブラジル
に行ってもらって日本人の何たるかを学んできて
もらいたいと感じました。

来週はガバナー公式訪問です。進行について
は、時間厳守でお願いします。また、記念撮影時ネ
クタイ着用となっておりますのでお願いします。

幹事報告 東海林 勉 幹事
1．7月22日(日)、帯広で開催された「米山記念奨学

生セミナー」と「ロータリー財団セミナ」へ高井
一博国際奉仕委員長と私とで参加してきました。

2．本日、例会終了後、理事会を開催します。

本日のプログラム ゲスト卓話
佐藤 直也 プログラム委員長

本日のゲスト、三浦そのみ様を紹介します。履
歴等についてはお手元にお配りしてあります。

三浦様は西興部に転居され、お世話になった遠
軽ロータリークラブに少しでも恩返しをしたいと
思われて、ご自分の方から卓話の申し出がありま
した。喜んでお願いし本例会を迎えました。今日
は３人のお子様と一緒においで下さっています。

「ロータリー国際親善奨学生のその後」
三浦 そのみ 様①

＊プロフィール
1980年 札幌生まれ
2003年 小樽商科大学卒業 会計事務所勤務
2007年 ロータリー国際親善奨学生 カナダ・

モントリオール派遣
2008年 夫が同国際親善奨学生、米へ派遣、同行
2010年 夫がアレクサンダーボンフンボルト財団

奨学生となりドイツ・アーヘンへ、同行
2011年 夫が山梨大学へ就職 東日本大震災

次女出産のため札幌へ
2014年 インターアビエーション・ジャパン

（航空機ハンドリング会社）採用
2015年 さっぽろこどもエコロジープロジェクト

を立ち上げ、親子実験教室を主催する
2018年 西興部村へ ３人の娘と山村留学
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★開 会 点 鐘：遠藤 利秀 会長
★国 歌：－
★Ｒソング：それでこそロータリー
★四つのテスト：－
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私が国際親善奨学生となったのは、小樽商大在
学中に病気になりましたが、単位が足りていたの
でそのまま卒業してしまい、学問が中途半端にな
ってしまった。父の出身地であるオホーツク地区
と繋がりを持ちたい、社会人なればこそ見える世
界を見てみたい、といった動機によるものです。

当時26歳でカナダに留学しましたけど、向こ
うではちょうど学生の平均年齢であったことにす
ごく驚きました。これから北海道で何かできるか
を考えまして、食と観光ではないか、そして、こ
れから外国人がたくさん来るのであれば、移民や
語学だろうと思い、移民とスペイン語を学びまし
た。カナダで一番驚いたことは、自由であるとい
うことです。 LGBTや外国人に対してもすごく
寛容であることが心に残りました。語学学校に通
っているときにアルジェリア人家庭でホームステ
イをさせていただきました。フランス語ができる
為、モロッコやアルジェリアから移住する人が沢
山いて、国としても彼らを助けていました。移民
センターでのスピーチでは、日本がどういう精神
的構造を持っているか、日本人の生活などをお話
ししました。

日本に興味を持つ方が漫画の影響で沢山いま
す。学生の頃フランスに一年留学していました
が、モントリオールのフランス語はかなり訛りが
あって良くわからなかったので、食事の下準備と
お年寄りへのランチの配達のボランティアをして
いました。日々の生活の中で皆が出来ることをや
っている、例えばバスでお年寄りが乗ろうとする
と、乗客が皆降りてきて4・5人で担いでバスに
乗せるといった素敵な光景を良く目にしました。
スペイン語を学んでいたときに、学校だけでは学
べないと思い、自分でランゲージエクスチェンジ
というサークルを立ち上げて10人位でお互いに
好きな言語で会話をしていました。今でも交流が
あります。

夫のロータリーの留学に際して、私も2年間ア
メリカ・イサカで暮らしたことがあります。アメ
リカ人もカナダ人と同じく優しい人ばかりで、ル
ームメイトは車のない私たちに対して「陣痛が起
こったら呼んで」と声をかけてくれて、試験中に
も関わらず、陣痛の時には車を出してくれまし
た。アメリカでもカナダでもロータリーの方は建
築業の人がとても多いと感じました。

夫の英語は本当にひどく、TOEFLか何かの試験
に３回落ち現地でも全然言葉が通じず、私が妊娠

。

ニコニコＢＯＸ 乾 淳 親睦活動委員長
加藤幸徳君 メディア委員長就任 2,000円

2018-19年度合計 合計 61,000円
☆閉会点鐘：遠藤利秀会長☆今月会報担当：佐久間英昭委員
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したと喜んで話していたのに相手には流産したと
伝わるくらい発音も理解力もありませんでした。
イサカでの2年間の間、夫は恥ずかしいという言
葉を知らなかったので、いろいろ失敗をして、今
では北大の化学英語の先生をしています。

私の次女は全く離れられない子供で精神的にも
辛いと思い、彼女が三歳の誕生日の日に働こうと
思い就職したのが、今のインターアビエーション
・ジャパンという会社です。こちらはエクソンモ
ービルのチャーター便に乗ってきたお客様の案内
や乗り継ぎなど日本であったことの全てに対応す
る会社です。週1回8時間だけですが、娘と離れ
て社会と関われたのが大きなことでした。

東日本大地震の時に、日本語以外の情報として
「日本にいない方が良い」とあちこちから言われ
ましたが、36週に入っていて動くこともできず
にいました。最後は自分の知識が大事だと思い至
り、子供は地域で育つという思いもあり周りの親
子も巻き込んで団体を立ち上げて、一緒に学んで
います。小学校の先生で共感してくれる方がいま
して、完全自腹でカナダまで行きまして工作教室
や親子実験教室を行なっています。

幼稚園にも行かなかった次女が上興部でなけれ
ば小学校には行かないと言いますので、私と子供
3人で引っ越してきました。今後は、オホーツク
地区の地域おこし、海外からの観光客の誘致、親
子実験教室の主催、子供の体験活動の主催、飛行
機に関わる仕事などをしたいと思っています。


